
 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月２９日（火）に光陵中学校図書室において、伊達西小委員６名、光陵中委員３名、事務局

２名参加の下、今年度２回目の学校運営協議会合同委員会を開催

しました。光陵中学校運営協議会本多会長の「気張らずできるこ

とから取り組んでいきましょう」という挨拶に始まり、授業参観

を通してのご感想やご意見を交流した後、小６・中３児童生徒を

対象に実施した全国学力学習状況調査の結果と考察及び方策、学

校評価やいじめの実態、学校の教育活動等について両校教頭から

報告がありました。主な感想・意見は、次の通りです。 

 

 １．授業の様子について 

・壁のない開放的な教室でも集中して取り組んでいた。教師とのやり取りもよい雰囲気である。 

・PTAとして活動していた頃と比較すると生徒は非常に落ち着いている様子。 

・コロナ禍のリモート授業よりやはり対面の授業が子どもたちは楽しいようだ。 

・タブレット使用により視覚に訴えることができるので、子どもの吸収力も高まるだろう。 

・タブレットの導入は教育界では非常に大きな変化、対応する教職員は、授業の準備等で相当な負 

担がかかっているのではないかと心配である。 

 

 ２．各校の報告を受けて 

  ・小中連携事業で行っている出前授業は、6年生の不安を軽減し、中学校への楽しみな気持ちを膨ら

ませていた。今後もそのような機会を大切にしていきたい。 

・ノーメディアデーは、家庭内の兄弟姉妹が一緒に取り組めるように小中の足並みを揃えられると

より効果的である。 

・新制服を校区内小学校で展示したが、保護者からは高評価を得られていた。在校生は選定に関わ

ったことに有用感を持てたようだ。 

・諸費の口座払込への切替は、小中同時に実施した方が、保護者の理解や協力も得られやすいだろ

うから、次年度から両校が進められるように準備を進めた方が良い。 

・各校の子どもたちの実態はよく似ている。今後も校区でスクラムを組んで取り組んでいくことが

重要。学力面では下回っている傾向にあるので、学校での指導はもとより、家庭の理解と協力体

制を築けるよう働きかけていくことが必要である。 

 

 

 ※次回の学校運営協議会は、３月上旬に開催する予定です。 

  「今年度の学校評価結果について」と「次年度の学校経営方針の方向性について」 

  協議する予定です。 
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